
不況と戦争の時代（1931～1945）その７

≪１９３５～４１年、３つの主要地方道に道路橋が完成≫

世界不況に対抗して始まった多摩川上流改修と道路整備により、多摩川中上

流部は、主要地方道に橋が架けられていきました。渡河するとき、渡しを利用し

ていた時代から、ようやく自動車で往来できる時代となります。

主要地方道に架けられた最初の橋は、鶴川街道の多摩川原橋です。不況対策の

時局匡救（じきょくきょうきゅう）事業の最終年である１９３５年（昭和１０）

に完成しました。鶴川街道は、東京府の町田市と調布市を結ぶ街道です。現在の

橋は、２００６年（平成１９）に架けられられたものです。

２番目に、１９３７年（昭和１２）、鎌倉街道に関戸橋が架けられます。鎌倉

街道は、町田市と府中市を結ぶ街道です。隣接して、１９７０年（昭和５５）に

新関戸橋が架橋されています。

３番目に、１９４１年（昭和１６）、府中街道に是政橋が架けられます。府中

街道は、川崎駅と所沢市を結ぶ道路です。

これらの橋は、多摩川上流改修区間にあって、昔の多摩地域の交通路です。明

治維新から約７０年、多摩地域が神奈川県から東京府へ移管されてから約５０

年経って、多摩川の改修や多摩地域の主要地方道改良に近代の光が射したので

す。ただし、世田道（津久井道）にかかる多摩水道橋は、戦後まで待たねばなり

ませんでした。

なお、多摩川上流改修区間より上流になりますが、１９３９年（昭和１４）、

秋川街道に調布橋が架けられています。秋川街道は、東京都の青梅市とあきるの

市を結ぶ街道です。

この時代から約３０年後の１９６６年（昭和４１）、多摩ニュータウン事業が

始まります。当時、多摩ニュータウンが建設されるとは、誰も予想だにしなかっ

たことでしょう。



 
 

参考：戦前の多摩川近代橋梁の系譜（道路橋と鉄道橋の書き出し位置を変えています） 
１８９７年（明治３０） 東海道本線六郷川橋梁 

（先代は、木造トラス橋で１９７２年（明治５）に架橋） 
１８９９年（明治４２） 中央線日野橋 

１９２１年（大正１０） 日野橋（甲州街道） 
１９２５年（昭和 元） 六郷橋（東海道）、二子橋（鉄道併用） 

１９２５年（昭和 元） 五日市線鉄道橋 
１９２５年（昭和 元） 南部線多摩川橋梁 
１９２５年（昭和 元） 東急東横線二子橋 
１９２７年（昭和 ２） 小田急線鉄道橋 
１９２８年（昭和 ３） 横須賀線多摩川橋梁 
１９３１年（昭和 ６） 八高線多摩川橋梁 

１９３１年（昭和 ６） ガス橋（歩道のみ） 
１９３５年（昭和１０） 多摩川原橋（鶴川街道） 
１９３７年（昭和１２） 関戸橋（鎌倉街道） 
１９３９年（昭和１４） 調布橋（秋川街道）、大師橋 
１９４１年（昭和１６） 是政橋（府中街道） 
１９４３年（昭和１８） 万年橋 

（先代は、木造アーチ橋で１８９７年（明治３０）に架橋） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真は、①②三橋梁の位置図と多摩川上流改修前の地図（細見作成）、③多摩川原橋（川崎

市側の橋上流から細見撮影）、④是政橋（府中市側の橋上流から細見撮影）、⑤関戸橋（府中

市側の橋下流から細見撮影） 
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